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イスラーム神秘主義詩の詩学
―イブン・アル＝ファーリド「T 韻大詩」に即して―












ズーッヌーン（861 年没）らに比して、イブン・アル＝ファーリド（イスラーム暦 576 年～ 632
年／西暦 1182 年～ 1235 年）の名は、我が国では専門家の間においても広く知られているとは
言えないだろう。同様にイブン・アル＝ファーリドは、イスラーム神秘主義詩人の代表と目さ






















って知られる彼の「T 韻大詩」には、Farghānī（1300 年没）を嚆矢とし、al-Khāshānī（1330 年










































































































































　イブン・アル＝ファーリドの「T 韻大詩」はアラブ詩の 3 部構成に倣って、導入（ farq）、展
開（ ittiħād）、終結・目的（al-saħwal-thānī）と神への愛の遍歴を叙述している。そしてこのよ
うな詩の大枠を理解すれば、Scattolin や Sperl が指摘するように、イブン・アル＝ファーリド詩
は中間の展開部を挟んで、前半部と後半部が対照的な構造をしていることが理解されよう。そ




























































































　この 7 行において「コーラン」の 2 文が下敷きにされている。v.381 は「神に富をつむ者は
倍返す」（57 章 11 節）をなぞっており、さらに v.385 は「コーランが誦えられているときには






























































































































　セム系言語では主に 3 子音からなる語根が核となる意味を担い、その 3 子音に母音や子音を
付加、拡張することで意味派生を起こさせるのである。また、詩において、この 3 子音の順番



















　当該部分（ vv.549-574）は神名の特質（ vv.549-556）、利点（ vv.557-564）、影響（vv.565-








































　ジナースは 3 語根の順序を入れ替えたり、語根の 3 子音の何れかを他のアルファベットに置
き換えた 2 語を並置したりすることにより、その 2 語間に共通イメージと新しいイメージを響
き渡らせる詩法である。55）冒頭の「 s,k,r（酩酊）」と「 sh,k,r（感謝）」において、近似音である































す。つまり愛する人と愛される人は分離（ farq）の状態では 2 者であるが、合一（ jam’）に至
れば 2 者が 1 者に溶融する事象の説明に援用している。58）
　それゆえ「T 韻大詩」では第 322 行目のようにティバークが多用される。そこでは、合一
（ waşl ）／分離（ qaţ‘ ）、遠隔（ tabā‘ud ）／近接（ iqtirāb ）、愛（ wudd ）／憎（ şadd ）、始発
（badā’a）／終結（ intihā’）と相反する語が並べられている。
　これらのバディーウ技法以外にも、詩人はアラビア語の特性を最大限に活用する。
　合一（ jam‘）の境位を描くとき、「われとそなたの間では、もはや二人称を示す tā が消え」
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項の説明に終始し、近代的な文学的解釈が行われることは稀である。Cf, Encyclopedia of Arabic Literature,
q.v.literarycriticism‒medieval（J.S.Meisami）;McAuley,p.11.通常「文学」の訳語をつけられる「adab」
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10）Homerin（2001-a）の研究書のサブ・タイトル、SufiVerse,SaintlyLife,が端的にイブン・アル＝ファ


























12）Sells や Homerin は世俗恋愛詩と神秘主義詩の境界の曖昧さを指摘し、その判別はアラブ詩の伝統の理
解、作者の伝記、さらに注解の助けを借りざるをえないとする。Sells（1996），p.89;Homerin（1994），





に亡霊（ ţayf,khayāl,wahm）に憑きまとわれ、誹謗者（ lā’im）、噂の吹聴者（wāshī）、監視者（ raqīb,
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以後の詩作の変化が 12 世紀には定型として確立されていたことに関しては、Sperl,pp.67-68, 参照。
29）ラービア、ズーッヌーン、ハッラージュら前期神秘主義詩人の詩に関しては、Lings（2004）;Lings





































64 頁～ 65 頁 ;ベーヴェリング、186 頁～ 187 頁。いわばスーフィーは未生以前の状態に環帰するのを
修行の最終目的としていると言えるであろう。
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は、「Cawā’ih」と「 jVnān」の同形の 2 語の並列である。この音調に対する偏愛は、タウリヤ、ティ
バーク、ジナース、近似音の並列、内的韻、等の言語技術を駆使した華麗な押韻散文（サジュウ）を
生み出し、11 世紀の『マカーマート』に結実したが、一体に近代ヨーロッパ研究者はこのアラブ人の









用いられる。Cf,Encyclopaedia of Islam,q.v.Tađmīn（G.J.H.vanGelder）;Encyclopedia of Arabic Literature,
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